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四 エ チ ー ル 鉛 中 毒 屍2例 に 於 け る

各 重 要 臟 器 鉛 含 有 量*

法醫學敎室　 吉 井淸 水

(昭和23年4月4日 受稿)

第1章　 緒 言

鉛 中毒 につ い て は工場 衛 生上 或 は個 人衛 生

上 の 問題 と して 古 くか ら取 り上 げ ら れ て い

た. 1929年H. Fischer1)はE. Fischer2)が

創 製 した所 のDiphenylthiocarbazon (Di

thizonと 略 す)に よつ て微 量の 鉛 を一義 的 に

定 性 定 量 し得 る こ と を提 唱 して よ り,鉛 中毒

に つ いて の研 究 及び 診 斷3)等 は とみ に進 歩 し

た.

さて四 エチ ー ル鉛 は1922年 米 國 に於 て 自

動 車 用 ガ ソ リンの耐 爆 劑 と して作 られ,當 時

米 國 に於 て も數 々の 四 エチ ール鉛 中毒 事件 を

發 生 した こ とはR. A. Kehoe4), A. Hamilton

5)等 の報 告 に 見 る所 で あ る
.今 次 大戰 終 了後,

軍が使用してゐた四エチール鉛が民間に流れ

て種々の有機溶媒或は洗滌液として使 用 さ

れ,恰 も1923年 頃の米 國に於ける樣 な 種 々

の 中毒事件 を發 生 した.

私が經驗 した四エチ ール鉛 中毒2例 は生前

之 を活字洗滌,塗 装等 に使用 し,急 性症状 を

發 して岡山醫大精神 科に入院,夫 々第14病

日及 び第16病 日に死亡 し,同 學病理學敎 室

に於て剖檢 に附せ られた際,我 が敎 室で はそ

の主要臟器の分譲 を受 け,鉛 の定量 を試 みた

もので ある.

第2章　 實驗の部

先づ各臟器 をFresenius-Babo氏 法で灰化

し,灰 化後の沈澱 劃分 と濾液劃分 とを式の如

* 本研究の大要 は昭和23年4月4日 日本 法醫學會第32次 總會に發表 した.
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く金 屬分 析 法 に從 つ て硫 酸塩 と して の鉛 の單

離 を試 み たが,餘 りに微 量 で單 離 は殆 ど不 可

能 で あ つ た.依 てDithizohに よる檢 出 を試

み た所,次 化 後 の濾 液劃 分 に於 て鉛 を檢 出 し

得 た.よ つ て以 下Dithizonに よる定 量 法 を

實施 した.

私 が實 施 したDithizonに よる定 量 法 の概

略 を述 べ る と:

(Ⅰ) 所 要試 藥

(1) 10γ/cc-醋 酸鉛 溶 液(檢 量曲線 作 製 用の

標 準液 と して使 用 した). (2) 6mg/dl-Dithi-

zon-CCl4溶 液. (3) 濃 ア ンモ ニヤ水 . (4) 稀

ア ンモ ニ ヤ水. (5) n-KCN溶 液. (7) Brom-

Thymolblau試驗 紙.

(Ⅱ) 所要 器具

(1) 100-200cc分 液 漏 斗 (2) Pulflich's

 Stufenphotometer(使 用 したKuvetteの 内

徑 は5.03mm; Filter S. 53)

(Ⅲ) 檢 量 曲線作 製.10γ/cc醋 酸 鉛 溶

液(鉛 含 有量5.46γ/cc)を100%と し,之 を

種 々の 濃度 に稀 釋 した もの を準 備 し,之 等 溶

液 をPipetteに て正 確 に10.0cc取 り,分 液

漏 斗 に移 して 濃 ア ンモ ニヤ水 を 加 へBroin-

Thymolblau試驗 紙 を用 ひ て弱 アル カ リ性 と

し,之 にn-KCN溶 液2ccを 加 へ,次 で

Dithizon-CCl4溶 液5ccを 加 へ て3分 間 張

振 し,赤 色 を呈せ るCCl4液 相 を稀 ア ンモ ニ

ヤ水 で洗滌 し,此 の赤 色 有機 相 をKuvette

に取 り,S. 53のFilterを 用 ひ檢 量 して 檢 量

曲 線 を作製 した.被 檢溶 液 中の鉛 含 有 量 が
へ

5.46了/ccな る時 を100%と す る と,そ の10

%か ら120%に 至 る迄 の 濃 度 に於 て は明 か に

Lambert-Beerの 法則 に適 合 す ろ .(第1圖

及 び第2圖 参 照).

(Ⅳ) 定 量法 實 施.臓 器 をFresenius-

Babo氏 法 で灰 化 し,灰 化 後の 濾 液 に 空 氣 を

通 じてClを 駆 逐 し,次 で 濾液 に適 常 量 の 水

を加 へ て測定 に適 合 せ る濃度 と し,之 を一定

量 と して その 中か ら10ccを 分 液 漏 斗 に 取

り,以 下檢 量 曲線 を作 製 した時 と全 く同樣 の

操作 でSgufenphotometerを 用 ひて 定 量 し

た.

第1圖
四鹽 化炭素中の鉛含有量 に對 するTrotmmelの

直接 の讀 みが示す檢量 曲線

(
濃度100%は 被檢溶液 中の鉛含有量 が
5.46γ/ccの 濃 度 な る ときに相當 す る )

Kuvette 5.03mm Filter S. 53

第2圖
第1圖 の場 合に 於 る吸光係数が示す檢量 曲線

第3章　 考案及び結論

上の様 に して得 た結果 を表示 する と第1表

の如 くであ る.

第1表
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抑 々H. FischerがDithizonに よ る鉛 微

量定量法 を考案 した以來,此 の方法は鉛 中毒

に於 て尿中の鉛含有量測定 には廣 く應 用 され

て ゐるのであ るが,四 エチ ール鉛 中毒屍の臟

器 中の鉛量 を測定す るのにDithizonを 應用

した例は未だ見ない.唯1925年C. Norris &

 A. O. Gettler6)は 四エチール鉛 中毒屍4例 に

就 いて病理解剖 を行ふ と同時 に,各 臟器 中の

鉛含有量 を化學 的に分析 してゐる.彼 等 は臟

器 中の鉛 を揮發性鉛化合物 と不揮發性鉛化合

物 とに分 け,前 者 はs-Diphenylcarbazid

 (sym. -Diphenyl hydrazin carbonate)を 以

てす る比色法 に よ り,後 者は硫酸塩 と して重

量法 によ り測定 して を り,且 その結果 と して

腦,肝.骨(骨 髓 を含む)中 には他 の臟器 に比

して著 しく多量の鉛の存在 してゐた ことを報

告 していろ.試 みにその第1例 を表示 すると

第2表 の如 くである.私 の實驗結果 か ら見 る

と,大 體 に於て第1例 に於 ては血液,肝,腦

に,第2例 に於 ては腎,腦,肝 に比較的多量

の鉛 を定 量 した.而 して 第1例 及 び 第2例

共,腸 屎,腎 中に稍 々多量に見 られ たの は鉛

の體外排泄が續行 中で あつた もの の 樣 で あ

る.

第2表　 (Norris & Gettler)

結論は次の如 くである.

1) 四エチ ール鉛 中毒屍2例 の各重要臟 器

中の鉛含有量 をDithizonに 依 る呈色 反應 を
ノ

應 用 してStufenphotometerに よ り定 量 し

た.

2) 臟 器 中鉛 は腦,肝 等 に比 較 的 多 く見 ら

れ た が,Norris & Gettler等 の言 ふ が 如 く顯

著 で は なか つ た.

本研究は文部省科學 研究費 に負ふ所 大なるもの

があ ることを茲に記 して謝意 を表す.
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